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黙 鱗
今月の主な紙面

祝成人式・…………・……・……②～③

むらのあっちからこっちから……④～⑦

みんなの広場…・・……………・………⑧

お知らせ……………・…・・………⑧～⑨

青春してます・カレンダー……………⑩

騰 麟

　　大きく育ってね！

5月3日（祝日）に行われた成人式。

母校「中里中学校」のプールの横に植樹

した記念樹が数年、数十年後に大きく育って

いることを願います。

この広報紙は、再生

紙を使っています。
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　5目3日（祝日）、ユーモールにおいて成人式が行われまし

た。今年成人式を迎えたのは、男子46名、女子49名の昨年よ

り4名多い計95名の皆さんです。この日は、71名の万が出席

し、実行委員会をつくって企画した「自分たちの手づくり成

人式」を行ないました。

　午前10時30分から始まった式典では、山本村長が「大人の

世界は義務と責任です。みんなでがんぱっていきましょう。

　村は過疎の波を受け人口は減少していますが、自然に恵ま

れたこのふるさとを愛し、ふるさとを宝としてもらいたい。」

とあいさつ、続いて上村県議会議員、齋喜村議会議長、藤田

教育委員長が祝辞を述べられた後、成人を代表して、藤ノ木

和人さんが「私達が無事に本日という日を迎えることが出来

たのは、今まで一生懸命育ててくれた両親、そして温かく見

守って下さった地域の皆様のおかげです。今後、私達は何が

真実であるかを見きわめる力をつけ、権利と義務を遂行して

いくことを新たなる課題として頑張りたいと思います。」と謝

辞を述べ式典を終了しました。

　このあと成人を祝し、上原教育長の発声により乾杯、そし

て記念撮影と久しぶりにあった仲間たちと昼食をたのしんだ

後、母校の中里中学校に会場を移し、記念植樹と中学3年生

のときの担任の先生（宮嶋先生・井上先生・若山先生）とク

ラスごとに記念写真を撮ったり、あかし学んだ教室で先生か

ら話を聞いたり、自分の近況を話したりと楽しい語らいの場

がありました。夕万からは合同同級会が行われ、思い出に残

る楽しい一一日を過ごしました。

レ
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

　
　
　
　
　
宝
に
し
て
く
だ
さ
い
。

鰯

▲成人おめでとう　カンパーイ〃

鎌

繍

影撮念記

2
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昔
、
学
ん
だ
教
室
で
話
し
が
は
観
み
ま
じ
た
。

．
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鑑解冬

▲母校中里中学校の前でクラスごとに
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黄
桜
の
丘
に
響
き
わ
た
る
和
歌

　
黄
色
の
花
弁
を
つ
け
る
こ
と
で
知

ら
れ
る
宮
中
の
黄
桜
の
丘
で
四
月
三

十
日
⑭
、
黄
桜
を
歌
題
に
詠
む
、
第

九
回
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
の
桜
ま
つ
り
に
は
、
昨
年
の

六
十
八
人
を
上
回
る
七
十
一
人
か
ら

百
八
十
三
首
の
歌
が
寄
せ
ら
れ
、
村

長
賞
に
は
十
日
町
市
の
樋
熊
キ
ョ
イ

さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
し
た
歌
は
、
貝
野
吟
詠
会
の

皆
さ
ん
に
よ
っ
て
声
高
ら
か
に
歌
わ

れ
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
静
か
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

【
入
賞
作
品
】

選
　
者

柳
　
　
　
照
　
雄
先
生

小
海
ヨ
ネ
子
先
生

◎
村
長
賞

　
　
十
日
町
市
　
樋
熊
キ
ョ
イ

守
ら
れ
て
黄
桜
の
若
木
丘
に
立
つ
枝
に
た
し
か
な
花
芽
を
持
ち
て

◎
観
光
協
会
長
賞

　
　
　
松
代
町
　
　
石
野
　
　
勝

信
濃
川
堰
き
止
め
ダ
ム
の
成
り
し
目
の
歓
喜
を
今
に
黄
桜
の
咲
く

◎
特
選
賞

　
　
　
十
日
町
市
　
中
島
き
み
子

年
ご
と
に
名
所
と
な
ら
む
黄
桜
の
丘
の
祭
り
に
遅
き
春
来
ぬ

◎
特
選
賞

　
　
十
日
町
市
　
高
橋
一
代

大
い
な
る
夕
陽
の
ご
と
く
師
は
逝
き
ぬ
こ
の
黄
桜
の
ま
つ
り
残
し
て

◎
入
　
賞

　
　
　
十
日
町
市
　
上
村
寛
治

い
ま
だ
見
ぬ
名
高
き
丘
よ
黄
桜
の
花
に
吹
か
れ
に
た
づ
ぬ
ゆ
き
た
し

◎
入
　
賞

　
　
　
川
西
町
　
　
宮
　
シ
ヅ
子

　
黄
桜
の
丘
に
登
れ
ば
思
ひ
出
の
花
降
る
ご
と
に
甦
り
く
る

◎
入
　
賞

　
　
　
十
日
町
市
　
川
治
守
助
麿
呂
（
庭
野
箭
次
）

　
黄
桜
の
枝
に
え
な
が
の
群
あ
そ
び
散
り
し
花
び
ら
水
面
に
ゆ
れ
る

◎
入
　
賞

　
　
　
津
南
町
　
　
風
巻
砂
男

　
残
雪
は
遠
嶺
に
照
り
て
ふ
る
さ
と
の
黄
昏
淡
き
黄
桜
の
丘

◎
入
　
賞

　
　
　
川
西
町
　
　
水
品
　
　
律

　
逝
き
ま
し
し
師
を
偲
び
つ
つ
信
濃
川
流
れ
に
添
う
て
花
の
丘
行
く

◎
入
　
賞

　
　
　
中
里
村
　
　
滝
沢
ノ
ブ

　
水
門
の
固
く
鎖
さ
れ
早
春
の
貯
水
は
深
き
藍
に
鎮
も
る



第
四
回
つ
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す
ば
ら
し
い
太
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の
響
き

麟躍なか慰ど

　
灘

㎜
難
鰍
嚢
灘
灘

　
　
羅
灘
糊

漏
講

、
細
霧

　
無
　
　
　
　
な

　
．
錨
　
翻

　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
大

　
　
創
雑
葦

　
　
　
　
　
も
も
ノ

講
　
肺

繍
　
蝿
綴

灘　鍵　
　
　
灘
騰

一酬

　
灘
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中
里
芸
能
協
会
主
催
に
よ
る
「
第

四
回
つ
く
し
祭
」
が
四
月
三
十
日
、

ユ
ー
モ
ー
ル
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
お
よ
そ
五
百
人
の
観

客
が
つ
め
か
け
、
次
々
に
発
表
さ
れ

る
唄
、
踊
り
、
そ
し
て
太
鼓
の
響
き

に
酔
い
し
れ
な
が
ら
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
四
季
の
競
演
」
と
題
し
て

行
わ
れ
た
特
別
企
画
で
は
、
柏
崎
日

本
海
太
鼓
の
皆
さ
ん
に
よ
る
太
鼓
で

つ
づ
る
四
季
が
演
奏
さ
れ
、
観
客
を

く
ぎ
付
け
に
し
て
い
ま
し
た
。

平成7年5月10日広報なかさと5



6

信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク

　
み
ど
り
の
日
の
四
月
二
十
九
日
、

新
緑
に
包
ま
れ
た
山
々
を
背
景
に
大

河
信
濃
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
歩
く
、
・

第
八
回
信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク

が
行
わ
れ
、
お
よ
そ
千
八
百
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
当
村
の
田
沢
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
ス
タ
ー
ト
し
て
小
千
谷
市
総
合
産

業
会
館
「
サ
ン
プ
ラ
ザ
」
に
ゴ
ー
ル

す
る
四
十
二
㎞
コ
ー
ス
に
は
、
家
族

連
れ
な
ど
九
十
五
人
が
参
加
。
周
囲

の
風
景
や
、
信
濃
川
の
川
音
、
小
鳥

の
さ
え
ず
り
な
ど
を
存
分
に
楽
し
み

な
が
ら
思
い
思
い
に
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
て
歩
い
て
い
ま
し
た
。

か
　
，．隔

q’

のθ
、
レ

（

墜

紬

七
ツ
釜
フ
ィ
ツ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
オ
ー
プ
ン
〃
■

鑛
搬

〉
竣
工
式
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

　
七
ッ
釜
の
手
前
に
完
成
し
た
「
七

ツ
釜
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
。
ハ
ー
ク
」
の
竣

工
式
が
四
月
二
十
八
日
働
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
「
七
ツ
釜
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
パ
ー
ク
」
は
平
成
五
年
に
護
岸

工
事
、
平
成
六
年
に
管
理
棟
及
び
付

帯
施
設
工
事
を
行
い
完
成
し
ま
し
た
。

　
一
七
五
m
の
つ
り
場
を
は
じ
め
、

管
理
棟
に
は
飲
食
、
休
憩
、
販
売
コ

ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

五
月
三
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ン
記

念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
つ
り
教
室
、
つ

り
大
会
と
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
八
百

五
十
人
の
家
族
連
れ
な
ど
で
一
日
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
つ
り
大
会
で
は

釣
り
人
、
百
六
十
五
人
が
釣
り
糸
を

垂
れ
、
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
、
ニ
ジ
マ

ス
の
大
物
に
い
ど
ん
で
い
ま
し
た
。

中
に
は
、
カ
ジ
カ
を
釣
り
上
げ
て
い

る
人
も
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
五
旦
一
百
か
ら
七
日
ま
で

の
期
間
に
、
お
よ
そ
三
千
人
の
方
が

訪
れ
ま
し
た
。
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人
材
育
成
事
業
を
活
用
し
て

　
村
で
は
、
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
村
民
が
お
こ
な
う
先
進
地
の
視
察

研
修
、
講
演
会
や
研
修
会
等
に
つ
い

て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
6
年
度
に
は
、
十
一
の
個
人
、

団
体
が
活
用
し
、
研
修
等
を
行
い
ま

し
た
。

　
皆
さ
ん
も
こ
の
事
業
を
多
い
に
活

用
し
て
、
地
域
づ
く
り
を
行
い
ま
せ

ん
か
。

◎
対
象
事
業

　
・
先
進
地
に
お
け
る
視
察
研
修
事

　
　
業

　
・
団
体
等
が
主
催
す
る
講
演
会
や

　
　
研
修
会

◎
事
業
対
象
者

　
・
村
に
事
業
実
施
前
一
年
以
上
住

所
を
有
し
、
引
き
続
き
居
住
す

る
見
込
み
の
あ
る
も
の
。

そ
の
他
、
助
成
額
、
手
続
き
等

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
ま
で
お
問
合

せ
下
さ
い
。

　
こ
こ
で
、
昨
年
度
利
用
し
た
個
人
、

団
体
が
三
月
二
十
四
日
、
総
合
セ
ン

発⑳
　県の史跡に指定されている「ウティダ石（太陽石）」は、字

比屋定の東の村はずれ￥松林の中にある巨岩です。

　今から約500年前の尚清王朝時代に堂の比屋という人が日の

出を観測した石だと伝えられています。堂の比屋はこの石に

寄りかかって￥夏至から冬至までの日の出を観察し、位置に

よって季節の移り変わりや特徴を知り￥作物の播種や植え付

け適期、あるいは強風、豪雨の時期などを予知して人々に教

えたと伝えられています。

　離島に暦もなかったと考えられる頃に、日の出観測という

素朴な：手法で農耕や航海の適期を知る万法をあみだした堂の

比屋の業績は偉大と言わざるを得ないでしょう。

タ
ー
で
行
っ
た
報
告
会
の
中
か
ら
一

件
、
研
修
内
容
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

☆
団
体
名

　
「
中
里
ナ
チ
ュ
ナ
ル

　
　
　
　
レ
デ
ィ
ー
ス
い
や
っ
こ
」

☆
研
修
期
日

　
　
平
成
7
年
2
月
2
3
日
～
2
4
日

☆
研
修
先

　
・
東
武
デ
パ
ー
ト
食
品
館

　
・
太
田
中
央
卸
売
市
場

　
・
東
京
ド
ー
ム
「
世
界
ラ
ン
展
」

　
・
そ
の
他

☆
研
修
の
概
要

　
東
武
デ
パ
ー
ト
食
品
館
で
は
、
「
農

興
民
族
」
と
い
う
有
機
低
農
薬
栽
培

の
野
菜
類
を
取
り
扱
っ
て
い
る
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
土
付
き
の
大
根
や
ゴ

ボ
ウ
、
芋
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
生
産

者
の
住
所
、
氏
名
、
栽
培
方
法
な
ど

が
値
札
に
明
記
し
て
あ
り
ま
す
。
価

格
は
有
機
低
農
薬
栽
培
と
し
て
は
比

較
的
安
い
と
い
う
印
象
で
す
。

　
こ
こ
の
人
参
が
好
評
だ
と
い
う
こ

と
で
私
達
も
試
食
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
人
参
臭
さ
が
強
く
甘
み
も

な
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
中
里
村
の
雪
割
人
参
の
お

い
し
さ
を
P
R
し
、
収
穫
が
始
ま
っ

報告をする「ナチュラルレディースやっこ」

た
ら
ぜ
ひ
試
食
用
に
送
り
た
い
と
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
続
い
て
、
太
田
中
央
卸
売
市
場
で

は
、
残
念
な
が
ら
青
果
部
の
せ
り
は

終
了
し
て
い
ま
し
た
が
、
市
場
の
一

角
に
輸
入
農
産
物
の
果
物
や
カ
ボ
チ

ャ
が
大
量
に
積
ま
れ
て
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。
花
き
部
に
は
、
中
里
、

津
南
の
ユ
リ
（
特
に
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
）

の
品
質
の
高
さ
に
対
し
て
お
褒
め
と

励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
標
高
や
雪
な
ど
適
地
で
あ
る
と
い

う
こ
と
と
、
生
産
者
が
切
花
生
産
の

基
本
に
な
る
球
根
を
よ
く
知
っ
て
い

る
こ
と
が
高
品
質
に
つ
な
が
っ
て
お

り
中
里
・
津
南
産
は
ブ
ラ
ン
ド
品
と

し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
と
い
』

う
話
に
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
同
じ
中
里
村
で
農
業
に
励

む
仲
間
で
今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の

な
い
こ
の
よ
う
な
研
修
が
出
来
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

平成7年5月10日広報なかさと7



お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

脳
霧

⑭　
抽

歳
闘

ん
棲
成
温
柾
斑
井
志
椿
政

『
水
闘
難
鑛
繕
馨
欝
川
、

の
夢
・
灘
灘
謙
灘
導
集

　
二
十
一
世
紀
の
新
た
な
河
川
像
と

し
て
、
水
と
川
へ
の
夢
や
ア
イ
デ
ア

を
作
文
、
イ
一
フ
ス
ト
な
ど
に
し
て
応

募
し
て
下
さ
い
．

◆
応
募
資
格

　
誰
で
も
応
募
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
応
募
も
可
能
。

◆
部
門

・
一
般
部
門
（
1
6
才
以
上
）

・
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
1
5
才
以
下
）

◆
応
募
万
法

　
あ
な
た
の
夢
や
ア
イ
デ
ア
を
作
文
、

絵
、
イ
ラ
ス
ト
に
し
て
郵
送
に
て
応

募
く
だ
さ
い
．

・
作
文
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
十

　
枚
以
内
に
。

・
絵
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
は
、
B
4
サ

　
イ
ズ
か
ら
B
2
サ
イ
ズ
ま
で
の
用

　
紙
に
。
縦
、
横
の
使
い
方
、
ま
た

　家の中では、ボールを投げたり￥

サッカーをしたり、そしてテレビ

の「おかあさんといっしょ」の体

操を一緒にやっているとっても元

気な柾成くんです。

　外も大好きで晴れた日には￥お

田さんと一緒にいつも散歩をして

いるとのことです。

　好きな食べ物は、「ニンジン」と

のこと。これが柾成くんの元気の

元になっているんでしょうね。

　
水
彩
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
描
き
方
は

　
自
由
で
す
。
絵
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど

　
の
応
募
に
は
、
簡
単
な
説
明
文
（
原

　
稿
用
紙
一
枚
程
度
〉
を
添
付
し
て

　
下
さ
い
．

・
作
品
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　
職
業
（
学
校
名
・
学
年
）
、
電
話
番

　
号
を
明
記
し
、
作
品
に
添
付
し
て

　
下
さ
い
．

　
（
グ
ル
ー
プ
応
募
の
場
合
は
、
代
表

　
者
の
み
で
結
構
で
す
。
）

・
一
人
何
点
で
も
応
募
す
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
、
ま

　
た
他
に
応
募
し
て
い
な
い
自
作
品

　
に
限
り
ま
す
。

◆
応
募
締
切

　
6
月
3
0
日
㈹

◆
発
表

　
水
2
1
物
語
委
員
会
の
審
査
を
経

て
、
入
賞
作
品
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

受
賞
者
に
は
本
人
に
直
接
連
絡
す
る

ほ
か
、
発
表
及
び
表
彰
を
行
い
ま
す
。

◆
賞

・
「
水
21
物
語
」
大
賞
　
　
一
点

　
一
　
．
般
…
一
二
十
万
円

　
ジ
ュ
ニ
ア
…
液
晶
画
面
付
ビ
デ
オ

　
　
　
　
　
　
カ
メ
ラ

・
優
秀
賞
　
五
点

　
一
　
　
般
…
十
万
円

　
ジ
ュ
ニ
ア
…
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
内
蔵

　
　
　
　
　
　
オ
ー
ト
フ
オ
ー
カ
ス

　
　
　
　
　
　
カ
メ
ラ

・
夢
、
ア
イ
デ
ア
賞
　
五
点

　
一
　
　
般
…
十
万
円

　
ジ
ュ
ニ
ア
…
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

・
佳
作
　
二
十
点

　
一
　
　
般
…
五
万
円

　
ジ
ュ
ニ
ア
…
ポ
ー
タ
ブ
ル
C
D
プ

　
　
　
　
　
　
レ
ー
ヤ
ー

　
そ
の
他
、
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選

で
五
百
名
に
記
念
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

◆
応
募
先
、
問
い
合
わ
せ
先

『
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
』

毎
日
通
る
道
だ
け
ど

　
　
　
と
び
出
し
　
お
し
ゃ
べ
り
　
事
故
の
も
と

『
運
動
の
重
点
』

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
　
・
子
供
の
交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

　
建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局

　
　
　
　
　
　
信
濃
川
工
事
事
務
所

　
長
岡
市
信
濃
1
－
4
2
5
－
2

　
智
0
2
5
8
i
32
－
3
0
2
0

新
潟
綴
灘
叢
響
校
教
員

　
　
　
　
揉
爲
選
欝
検
査

　
新
潟
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

8
年
度
採
用
の
公
立
小
学
校
・
中
学

校
・
高
等
学
校
教
員
の
採
用
選
考
検

査
を
行
い
ま
す
。

◆
募
集
人
員

・
小
学
校
教
員
…
…
…
約
一
八
○
人

・
中
学
校
教
員
…
…
…
約
二
〇
〇
人

　
　
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

　
　
音
楽
、
美
術
、
保
健
体
育
、
技

　
　
術
、
家
庭
、
英
語

・
高
等
学
校
教
員
…
…
約
一
五
〇
人

　
　
国
語
、
地
歴
、
公
民
、
数
学
、

　
　
理
科
（
物
理
、
化
学
、
生
物
）
、
保
〆

　
　
健
体
育
、
芸
術
（
美
術
）
、
英
語
、

　
　
家
庭
、
農
業
、
商
業
、
工
業
（
建

　
　
築
）
、
水
産
（
海
洋
土
木
、
機
関
）

・
養
護
教
員
…
・
…
…
…
：
約
一
〇
人

　
※
盲
・
聾
・
養
護
学
校
教
員
は
、

　
前
記
小
・
中
⊥
□
同
の
採
用
予
定
者

　
数
に
含
ま
れ
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　
昭
和
31
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
出
願
校
種
の
教
諭
の
普
通

免
許
状
を
所
有
し
て
い
る
人
、
及
び

平
成
㊧
年
4
月
1
日
ま
で
に
取
得
す

る
見
込
み
の
人

◆
第
一
次
検
査
目

　
　
　
　
　
　

　
7
月
9
日
旧

◆
応
募
手
続
き

　
募
集
要
項
の
交
付
を
受
け
、
そ
の

記
載
に
し
た
が
っ
て
願
書
の
提
出
を

し
て
下
さ
い
。
出
願
期
間
は
5
月
1
2

日
か
ら
6
月
5
日
ま
で
で
す
。

◆
募
集
要
項
の
交
付

　
小
・
中
学
校
教
員
及
び
養
護
教
員

の
希
望
者
は
新
潟
県
教
育
庁
義
務
教

育
課
管
理
係
で
、
高
等
学
校
教
員
希
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望
者
は
高
等
学
校
教
育
課
管
理
係
で

直
接
又
は
郵
送
に
よ
り
交
付
を
受
け

ら
れ
ま
す
．

　
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
教
員
採
用
志
願
書
類
請
求
」

と
朱
書
き
し
た
返
信
用
封
筒
（
角
形

2
号
封
筒
に
一
九
〇
円
切
手
を
貼

り
、
郵
便
番
号
、
あ
て
先
を
明
記
）

を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
新
潟
市
新
光
町
4
1
1

・
義
務
教
育
課
管
理
係

　
盈
0
2
5
1
2
8
5
－
5
5
1
1

　
（
内
線
3
8
5
5
～
5
7
）

・
高
等
学
校
教
育
課
管
理
係

　
暦
0
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1

　
（
内
線
3
8
7
8
～
8
0
）

、
妙

ノ
　
戦

　：：。
・●

国
税
灘
題
繋
導
集

　
人
事
院
・
国
税
庁
で
は
「
国
税
専

門
官
」
と
し
て
活
躍
し
た
い
と
い
う

希
望
に
燃
え
た
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。　
な
お
、
国
税
専
門
官
採
用
試
験
の

受
験
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
受
験
資
格

　
昭
和
4
3
年
4
月
2
日
～

　
　
　
昭
和
4
9
年
4
月
1
日
生
ま
れ

◆
試
験
内
容

　
大
学
卒
業
程
度

◆
申
込
期
間

　
5
月
8
日
か
ら
5
月
1
5
日

　
当
日
消
印
有
効

◆
試
験
目

　
・
第
『
次
試
験

　
　
6
月
1
7
日
㈲
及
び
1
8
日
㈲

　
・
第
二
次
試
験

　
　
8
月
2
1
日
㈲
及
び
2
2
日
㈹
の
う

　
　
ち
指
定
す
る
日

◆
試
験
地

　
・
第
一
次
試
験

　
大
宮
市
、
高
崎
市
、
松
本
市
、

　
新
潟
市
ほ
か

　
・
第
二
次
試
験

　
　
大
宮
市
ほ
か

壌
■
　
　
　
　
　
回
蓋
、
轟
、
霧
、
、
鼎
　
　
　
鍾
　
　
　
　
　
　
鼠
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
R
　
　
　
鑓
“

鷲

◆
採
用
予
定
数

　
全
国
で
約
五
五
〇
名

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
東
京
都
千
代
田
区
八
段
南

　
　
　
　
　
　
　
　
－
1
1
1
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

関
東
信
越
国
税
局

　
　
　
　
人
事
第
二
試
験
研
修
係

鱈
0
3
1
3
2
2
1
1
3
9
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
饗

　
　
「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
更
新
手
続
き

　
　
入
院
時
の
食
事
に
つ
い
て
「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
お

　
持
ち
の
方
は
、
平
成
7
年
5
月
31
日
が
有
効
期
限
で
す
の
で
、
平

　
成
7
年
6
月
1
日
か
ら
所
得
の
制
限
に
よ
り
更
新
手
続
き
が
出
き

　
ま
す
。
（
手
続
き
を
し
ま
せ
ん
と
6
月
か
ら
一
日
、
6
0
0
円
の
負

　
担
と
な
り
ま
す
。
）
印
鑑
と
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
持
参
し
、

　
役
場
民
生
課
の
窓
口
で
更
新
申
請
を
し
て
下
さ
い
。

　
　
不
明
な
点
は
、
民
生
課
国
保
係
に
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

、
綾
　
’
院
駈
　
　
　
　
、
回
　
　
　
　
蹴
．
防
，
．
匪
　
　
，
冥
　
　
　
　
　
　
　
，
，
憂
』
蹴
　
「
陥
．
旨
　
　
　
　
　
　
．
’
『
　
　
、
　
　
誤
　
♂
、
　
　
，
　
，
、
蜜
　
’
　
襲
　
　
　
　
　
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

謙講醐ド騨望蝦廻灘躍騨糊

嬢騒蹴灘｝槻掌輔・臨蓉電盤

バ
繋
鞭
繊
轍
難
夢
ヲ

に
参
掘
雛
灘
灘
難
獅

　
美
し
く
可
愛
ら
し
い
小
鳥
た
ち
の

姿
や
鳴
き
声
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
期
目
　
5
月
2
1
日
⑲

◆
集
合
　
清
津
峡
ホ
テ
ル
駐
車
場

　
　
　
　
午
前
5
時
集
合

　
　
　
　
午
前
8
時
解
散

◆
内
容
　
瀬
戸
渓
谷
並
び
に
村
道
を

　
　
　
　
利
用
し
て
バ
ー
ド
ウ
ォ
ツ

　
　
　
　
チ
ン
グ

◆
持
物
　
お
に
ぎ
り
（
朝
食
）
、
雨
具
、

　
　
　
　
筆
記
用
具
、
双
眼
鏡
（
お

　
　
　
　
持
ち
の
方
）

◆
履
物
長
ぐ
つ

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で

　
　
　
　
　
撫
無

繍｛樋頑重享｝白羽毛

田

噺
轡
魅
．

浮樹
子
　
結
婚

秀
島純
　
　
　
　
戦
黙

大
　
　
　
　
齢
　
　
匿

モ
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

た
太
う
　
　
　
　
　
　
ぷ
　
　
ぷ

ほ
翔

上　山
津南町

程　島
湯沢町

上　山
上　山

如来寺
津南町

｛村山賢一
伊林玲子

｛村山　博
梅沢英美

｛千原正明
高野由紀子

｛富井貴仁
吉野　奏

幽
　

樋ロキク（85）山崎
太島シゲノ（71）芋沢

太島猪松（85）芋沢
桑原カヅイ（74）角問
中　島　ヤ　ウ　（92）　本屋敷

※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

≧す

事です
ー
茂
ろ
井

、

毫
富

たく異なった仕事ですが￥生涯学習の

重要性が叫ばれている現在￥微力では

平成7年5月10日広報な：かさと9



林実和子さん
集落山崎

青春してます
　5月10日～5目26日

カレンタ“一
昭和49年7月28日生まれ　20歳

10㈱ 英会話スクール　合総合センター（D19：30～21：00

11休） 乳児健診　合保健センター
013：00～13：30受付

妊婦健康診査・母親学級　倉上村病院産婦

12働
人科　（D13：00～13：30受付

心配ごと相談（広田和子）　合デイサービス
センター　（D13：30～16：00

13ω

スポーツ少年団認定式　合総合センター
（D19：30～

15（月） 胃がん・大腸がん検診　合保健センター
（D8：00～10：00受付

ポリオ生ワクチン　合保健センター
014：00～15：00受付

ポリオ生ワクチン　合保健センター
014：00～15：00受付

16㈹ 成分献血　合総合センター（D9：30～11：30・13：30～15：30受付

青少年指導者研修会　合総合センター
（D19：30～21：30

2才児健診　合保健センター

17㈱
013：00～13：30受付

英会話スクール　合総合センター
（D19：30～21：00

日本脳炎　合保健センター
ら

18休） （D14：00～15：00受付
みのり学園開講式　合総合センター
（D9：45～

日本脳炎　合保健センター

19働
（D14：00～15：00受付

心配ごと相談（藤田義一）合デイサービス
センター　（！）13：30～16：00

20（土） スポーツ少年団母集団研修会　合総合セン
ター（D19：30

バードウォッチング　合清津峡ホテル
（D5：00～8：00

サッカー指導会　合田沢小グラウンド　（D

8：30～12：00

22（月）

23㈹
遊びの教室　合総合センター
09：30～10：00受付

24㈱
英会話スクール　倉総合センター
019：30～21：00

25（木）

心配ごと相談（山田虎一）合デイサービス

26働
センター　（D13：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター
013：30～16：00

※変更繋愚場奮翻お鯉諜繋。御罵翻1際ぽi確認懇

　　　　　　　おね鎌験穰諜離。

星座獅子座
血液型A型
身長170cm
実和子さんは、5月3日に成人

式を迎えたばかりの“フレッシュ

ギャル”です。

　3月に大阪の短大を卒業し、現

在、自営の林屋旅館でフロントを

担当しています。

趣味は、スポーツ全般で特にバ

スケットが好きという彼女です。

彼女からの一言「フロントにい

ますので気軽に声をかけて下さい。」

とのことです。

⑳川西町診療所締8謂

⑳津南病院穰5南3謝

㊧㊦山・医院騨講

　
あ
っ
と
い
う
間
に
周
り
の
山
々

が
若
葉
で
青
々
と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

は
ど
う
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
？

　
家
族
で
遠
出
を
さ
れ
た
方
、
村

内
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
ん
だ
方
、

農
作
業
で
忙
し
か
っ
た
方
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
過
ご
し
方
を
し
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
「
七
ツ
釜
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

パ
ー
ク
」
の
オ
ー
プ
ン
の
取
材
に

行
き
、
多
く
の
人
出
に
驚
き
ま
し

た
。
釣
り
と
い
う
も
の
が
ま
っ
た

く
出
来
な
い
自
分
で
す
が
、
す
ば

ら
し
い
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
の

で
「
チ
ョ
ッ
ト
く
ら
い
や
っ
て
み

よ
う
か
な
」
な
ん
て
思
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

スギ ユリ

山菜採りOl

　　　シーズ1ンです

事故に

　r注意しましょう

　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

山菜を採りに山に入る人が

多くなる季節になりました。

しかし￥山菜採りによる事

故が多発するのもこの事期で

す。

事故に遭わないよう次の点

に注意しましょう。

・行き先や帰宅時間を家族に

告げましよう。

・単独行動を避け、常に複数

で行動しましょう。

・危険な場所には近づかない

ようにしましょう。

・無理をせず、早めに帰宅し

ましよう。

・万一に備えて、雨具や予備

の食料を準備しましょう。

数
　
　
ロ

件
　

ゼ

故
者
者
故

事
　

事

通
　

亡

交
死
傷
死

●
●
●
●

3件

0人

3人

899日

4月末現在
（）は前月比

人ロ男3，352人（＋2）女3，348人（一11）計6，700人（一9）　世帯数1，637（＋2）
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